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成し，弱好酸ｆＩｉ物閥('〕１１i:iilWする場所もみられる。主上非

常に丈の高い立方l､皮ＩＪＷ)細胞が細い結合識にi()って柵

状に配列する像かみ'うれる（写I'(２，×1()O)。部位によ

っては１$(形質に乏しくやや'1,ﾉﾄﾞ山)細胞が篭難し，不定企

ながら,I､胞・rosCtlel畔造と形成する像が多くみ'.,れる

（写真３．×400)。また11'H癌１１１１質には硝子様変性，コレ

ズテリン，石灰jlM(ﾉ)蒋Iulな沈着を認めた。

咽頭部，食道雌の総iiiおよび肺も」zi記の小ﾉﾄﾞﾘ細胞によ

り構成され，一部には小llili搬造を示す像もみられ，】M(部

脆瘤の転移病巣と診断した。

提出標本の１１'H瘤の被llh近くに圧迫され，Imi瘍性1W殖|蝋

とはIﾘlらかに所見を災にした腺胞艤造を示す部位が縄め

ら加本来のり'状腺組織が残存十るものと考える。

診断：本症例は比鮫的分化した腺胞構造を一部にはみ

るが，多形性を示す111純蛎（未分化癌）の榊造の部位も

多くみられ，１１１状腺原発のanaplasticcarcinomaと診断

する。

動物：マルチーズ，雄（去勢），８才６力)１．

臨床：昭和51年３月開業医のもとで腋嵩部の皮下脈瘤

を摘出するが詳細は不明。摘出手術後に全身の痙蛾，癖

痛がみられ，コーチゾン．精神安定剤を連続投｣jするか

宅状の軽減はみ｢,れなかった。１１月末より食欲不振，嚥

下困難，嘔吐などの症状がみられるようになり，１２１１１(）

日蝿死した。

剖検所見：右側の咽頭部皮下（正常な甲状ＩＭＩの位偶）

に栂指頭大の乳、色,被膜に被包され，充実するｌｌＩｉｉ癖がみ

られ，又該Mi瘤に続いて食道右側，気管に接して小桁頭

大以下の種々の大きさの腫瘤が多発していた。’''11瘤の割

面は乳白色髄嫌で，出血する部位もみられた。食道砿は

肥厚し，咽頭より頚部食道壁の上部1/３の部位に米粒大

～小豆大の乳白色の充実する緒節が多発し，粘脱面は噸

粒状を呈していた。

組織学的所見：頚部腫瘤は比較的被膜に近い部位にや

や丈の高い細胞からなる腺胞およびiMH胞櫛造がみられ

（写真１，×100)，胞体の明るい大型の細胞が腺胞を形
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